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１．研究計画の概要
(1)全国に展開する「山の寺」（山岳宗教都市）
を析出し、広く研究の俎上に載せるためデー
タベース化する。
(2)「山の寺」を学際的に研究するための方法
論を確立する。
(3)如上の目的のため、各地で研究会・見学会
を催すことにより、「山の寺」の分布、地域
的・時代的特徴などを把握する。
(4)市民向けの講演会・シンポジウムなどを開
催し、「山の寺」の認知度を上げることで、
文化財としての保存・活用の道筋をつける。

２．研究の進捗状況
(1)研究会・見学会やそれにともなうシンポジ
ウムなどを、平成 20 年度、21 年度、22 年度
それぞれ 3 回ずつ開催し、毎年のべ 100 名前
後の参加者を得た。

会場は、福島県、栃木県、静岡県・愛知県、
大阪府・和歌山県、鳥取県、愛媛県、福岡県
におよぶ。参加者は、府県市町の文化財関係
者を中心に、大学教員・学生、一般市民にお
よぶ。
(2)研究会・見学会を通じて、全国の研究者の
ネットワーク化を進めた。

３ランクのメーリングリストを整備し、内
部連絡だけでなく、全国の「山の寺」情報の
広報・発信も心がけた。
(3)「山の寺」研究の方法論の提案、相互討論
を繰り返している。

発掘調査にもとづく考古学的な研究のみ
ならず、城郭・縄張り論、寺院組織論、歴史
地理学的考察、寺院法令研究など、多様かつ
学際的な視角から研究を進めている。
(4)「山の寺」研究の意義（中間総括）
「山の寺」は、戦国期の城郭・城館に先行し

て日本全国にあまねく分布しており、そうし
た見地から、中世の地域社会像を如実に物語
る貴重な素材といえる。そこで見えてくるの
は、武家ではなく、寺社、信仰の世界である。
しかも、「山の寺」が形成する地域社会は、
武家の地域形成が最終的に近世につながるの
に対し、そうではない社会であり、中世特有
の地域であるといえる。

現在、「山の寺」には、建造物・文書・絵
画・仏像など、多様な文化財が残されている。
実際、世界遺産暫定リストへの記載候補地に
多くの「山の寺」が立地している。地域に密
着して大切にされているものが多いことか
ら、「山の寺」をめぐる文化財の保存・活用
は、今後のまちづくり、地域の活性化に貢献
することだろう。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
（理由）
「山の寺」の認知の広がり、方法論の確立

にむけた作業は計画以上に進んだ。但し、デ
ータベース化の作業はいまだ十分ではない。

４．今後の研究の推進方策
最終年度にあたる平成 23 年度には、研究

会・見学会（2 回）と総括シンポジウムを開
催し、学際的研究としての実をあげる。また、
データベースを完成し、「山の寺」の存在を
広くアピールする。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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